











We, the Society for the Research of Modern Culture of Kobe, have been studying the cultural formation of 
the port city of Kobe from various aspects.  In this paper （which will form the first part of our whole re-
search） we deliver a report on the trend of movies, theater, performing arts, fine arts and photography in the 
city, by scrutinizing a series of articles, Zassô-en, written by the Kobe correspondents, in the newspaper Kobe 
Furoku, Osaka Asahi Shimbun, issued in 1923. Through the Zassô-en articles we can see not only various in-
cidents reported by the correspondents but also their love for their hometown, which encouraged them to 
plan and carry out diverse cultural and artistic events in the town. We can also find the trend of the picture 
houses and moviegoers in Shinkaichi, Kobe, in those days, especially the way the entrepreneurs attracted 
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まず，藤木九三の場合は，神戸通信部部長（『五十年の回顧』〔1929 年 1 月，大阪朝日新聞社発行〕に


















1 月）に与った人物だが，そうした坪田の〈歌人〉としての風貌姿勢は，すでにこの 1923 年時点の「雑草園」
欄でも確かめられる．すなわち，淡路仮屋沖で起きた「七十号潜水艦」沈没事件を取材した現地ルポ一件
を除いて，その他のものはすべて短歌作品（「旅のこヽろ」〈短歌 11 首〉〔5/21〕・「藻ぐさぬるむ」〈短歌













































＊ 2）この点に関しては拙論「一九二〇年代の関西学院文学的環境の眺望」（『関西学院史紀要』第 16 号，2010・3）参照．








年の秋 10 月に山田耕筰をはじめとする 6 人の音楽家を新開地の聚楽館に招いての音楽会の開催，翌





















ケッチの会」は「今回は油絵，水彩画，ペン画何でもかま」わず，5 月 13 日に六甲苦楽園及びその付近で
行われた．参加者は 30 人ばかり．その中には当時の神戸の前衛美術を先導していた「赤マントの朝やん」
こと今井朝治を含む「コルボー会」の画家たちも交っていた．そして「雑草園園丁咄眼」の開会の辞らしき






（6/25）によれば，6 月 23 日に県会議事堂第二会議室で行われた集いには 70 名を超える参加者があった
という．来会者には会費二十銭と引替えに，彼等が前もって送ってきた短歌を印刷して十六頁の小冊子




＊4） 1923 年 3 月 11 日の案内記事「スケツチの会」によれば，芦屋川停留場下車の船井長治氏邸のこと．船井氏は大
阪朝日新聞販売店主とある．






















































「アルコール」が受けてゐる」（4/28）と，続けて谷崎映画の紹介をしている．谷崎は 1920 年 5 月から翌
21 年 11 月にかけて，大正活映株式会社の脚本部顧問となり，「アマチュア倶楽部」など 4 本の映画を製
作しており，前述の淀川長治も少年時代に観た谷崎映画の芸術性を繰り返し褒め称えている．しかしこ













































































































今回作成した 1923 年の『大阪朝日新聞　神戸附録』データベースには，演劇に関わるものとして 270
程度の項目がピックアップされており，そこにはもちろん近代演劇関係のものが含まれている．一例に



















＊ 11）諏訪春雄・菅井幸雄編　講座 日本の演劇 5『近代の演劇Ⅰ』勉誠社，1997･2.



























































なことに十郎は 1925 年 12 月 4 日に没している．
志賀廼家淡海一派も取り上げられている．淡海は，江州音頭の音頭取りから新派の一座を作るものの，
曽我廼屋劇の評判を聞き筋で笑わす喜劇に方向転換，劇中歌「淡海節」が全国的に人気を博した．聚楽館
































『神戸附録』における，新国劇の扱いは別格である．6 月 3，5 日に掲載された評論「我等の澤正」（舟）
＊ 13）向井爽也『喜劇が好きなあなたへ』演劇出版社，1996・12．
＊ 14）川島順平『日本演劇百年のあゆみ』評論社，1972・9．




































D04242_山本欣司.indd   21 2014/02/20   14:43:45
